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曲げを受けるRCはりの一般的な挙動

0
荷重－変位関係の概略図

荷重

スパン中央変位

【曲げ降伏時】
鉄筋が降伏

【曲げ破壊時】
圧縮縁のコンクリートが圧壊

【ひび割れ発生時】
引張縁のコンクリートにひび割れが発生

この講義では、降伏時荷重 と曲げ破壊時荷重 の求め方を学ぶ。
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RCはりの曲げ計算の基本フロー
1. 中立軸位置を とおき、断面内のひずみを直線分布（平面保持
の仮定）で描く。

2. 三角形の相似則（変形の適合条件）から、条件式①を立てる。

3. 材料の応力－ひずみ関係から、応力分布を描く。

4. 圧縮合力と引張合力を算出し、水平方向の力の釣合いから条
件式②を立てる。

5. 条件式①②から、中立軸位置 を求める。

6. 鉄筋のひずみから、降伏の有無を確認する。

7. 圧縮合力（または引張合力）とモーメントアーム長（圧縮合力と
引張合力の作用位置の距離）から、断面に生じている曲げモー
メントを計算する。

8. 対応する荷重 を求める。
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曲げ破壊時における仮定
1. コンクリートは引張に対して抵抗しない。
2. 圧縮縁のコンクリートのひずみが限界値（＝終局ひずみ）に
達したときに曲げ破壊が起こる。

コンクリートは圧縮に対して非線形の挙動となる。
⇒非線形性を考慮した応力－ひずみモデルが必要
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例題

A B

上図の単純支持を受けるRCはりについて、曲げ破壊時
荷重 を求めよ。
ただし、鉄筋の降伏強度 、鉄筋の弾性係数 、鉄筋

の断面積 、コンクリートの圧縮強度 とする。

断面図（A～Bで共通）

鉄筋
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応力－ひずみモデルを用いると、計算が煩雑になる。
もっと簡易的な方法はないのか？

応力分布が均等であれば、計算は簡単。圧縮合力とその
作用位置が、四角形の面積と重心になるからである。

圧縮合力とその作用位置が同一の均等分布であれば、
計算結果は変わらない。
⇒等価応力ブロックの考え方
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等価応力ブロック

応力－ひずみモデルによる応力分布
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過去の多くの試算に基づき、係数 と が定められ
ている。
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例題

A B

上図の単純支持を受けるRCはりについて、曲げ破壊時
荷重 を等価応力ブロックを用いて求めよ。
ただし、鉄筋の降伏強度 、鉄筋の弾性係数 、鉄筋

の断面積 、コンクリートの圧縮強度 とする。

断面図（A～Bで共通）

鉄筋
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板書内容⑪ を確認すること．
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上図に示す、単純支持され、スパン中央部分に対称2点荷重を受ける
RCはりを考える。鉄筋の降伏強度 ௬

ଶ、鉄筋の弾性係

数 ௦
ଶ、コンクリートの圧縮強度 ௖

ᇱ ଶである。

① 鉄筋の断面積 ௦
ଶのとき、曲げ破壊荷重を求めよ。

② 鉄筋の断面積 ௦
ଶのとき、曲げ破壊荷重を求めよ。
等価応力ブロックを使ってよい。

断面図（A～Bで共通）

鉄筋
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